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学校支援地域本部の組織モデル

学校支援地域本部について ～学校と地域との連携・協働の推進～

従来、子どもたちの成長を支えていた家庭や地域の教育力が、核家族化や地域コミュニティの
希薄化等に伴い低下しているとともに、子どもたちに関わる課題は多様化・複雑化しており、学
校にはこれらへの対応が強く求められるようになっていますが、学校だけでの対応には限界があ
ります。このため、幅広い地域住民等の参画により、地域と学校とが連携・協働して、地域全体
で未来を担う子どもたちの成長を支え、地域を創生する活動（地域学校協働活動）を行う「学校
支援地域本部」の設置促進及び活動内容の充実を図り、地域ぐるみで子どもの育ちを支援する体
制づくりを目指す必要があります。

事業実施により得られる効果【目指すべき姿】

○地域住民が、自らの経験や知識を
子どもたちの教育に生かす

○地域住民が学校の教育活動に関わ
ることで、地域の絆が強まる

生涯学習の成果を生かす場が広がるとともに、地域住民の自己
実現や生きがいづくりにもつながる

地域の活性化や、学校を核とした地域づくりにもつながる

地 域

地 域

○地域の様々な大人が学校の活動に
関わる

○多くの大人が子どもたちを見守る

○地域住民の協力を得る

子どもたちに多様な体験・経験の機会が増える
規範意識や自尊感情、コミュニケーション力の向上につながる

子どもたちの学力や生活面での問題の背景を把握し、一人ひと
りの状況に応じたよりきめ細かな教育ができる

教員が、教育活動により一層力を注ぐことができる

学校教育の充実１

子ども

子ども

学 校

学 校

地域の教育力の向上２

学校側の窓口

協力
依頼

地域側の窓口

■学習支援
（放課後学習支援を含む）

■部活動支援

■環境整備

■登下校安全指導

■学校行事支援

■その他の様々な活動
を実践地域コーディ

ネーター

地域連携担当
教職員

活動に
反映

学校支援活動例
学校の応援団
（地域の組織化）

参加できる

連絡
調整

連絡

連絡

連絡
調整

地域の安全
見守り隊

婦人会 等

地域住民

民生・児童
委員協議会

老人クラブ

ＮＰＯ・
企業 等

社会福祉
協議会

代表者

参加できる

学校支援活動

学校支援活動

地域コーディ
ネーター

地域住民による学校支援活動が円滑に行われるための仕組み

運営委員会の設置・開催 等
・事業計画の策定、事業の検証 等

市町村等 （実施主体）
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学校と地域との定期的な協議の場の確保

学校支援地域本部から「地域学校協働本部」への展開

現在、県内小中学校、義務教育学校の約６割に学校支援地域本部が設置され、地域住民の
協力を得て様々な支援活動が行われていますが、「学力向上」「生徒指導上の諸問題の解
決」「教員の部活動の負担軽減」等学校が抱える様々な課題の解決に向けては、これまで以
上に地域住民の協力を得て、より多くの住民に学校の活動に主体的に関わっていただき、子
どもたちを日常的に見守っていただくことが不可欠です。
このため、下記の３つの要件を備える学校支援地域本部を「高知県版地域学校協働本部」

と捉え、より多くの地域本部の活動を充実させ、学校と地域が対等なパートナーとして協
働する地域学校協働本部の活動へと転換を図っていくことが必要と考えました。

民生・児童委員の参画による見守り体制の強化

充実した学校支援活動の実施１
◆４種類以上の学校支援活動を、年間累計 日以上実施
⇒なかでも特に、以下のような「チーム学校の構築」「厳しい環境にある子どもたちへの
支援」「地域との連携強化」につながる活動の実施を推奨
①学習支援 ：プリント採点等の学習支援、家庭科や地域学習等の専門知識を要する授業の

補助、放課後の学習支援等
②部活動支援：地域の経験者による部活動の指導、地域のスポーツクラブや文化活動と融合

した学校の部活動等
③見守り活動：学校の環境整備や交通安全指導等、子どもたちと日常的に挨拶し合う関係

づくりにつながる活動等
④地域活動 ：地域と合同で実施する防災訓練、地域に伝わる歴史文化学習や伝統芸能の伝

承等

地域との連携・協働の深化

「高知県版地域学校協働本部」の要件

◆学校の実情や子どもたちが置かれている状況等、学校と地域が「学力面」「生徒指導
上の諸問題」「部活動」等における課題を情報共有し、定期的に話し合う場を確保
○年度はじめ及び学期末毎等、年間概ね４回以上の開催

◆民生･児童委員又は主任児童委員が参画し、厳しい環境に置かれている子どもたちを学
校と連携して地域で見守る体制を構築
○学校との個別の情報交換会等を概ね毎月１回程度開催

現在の活動の拡充

新たな取組

新たな取組

２

ー ー
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厳しい環境にある子どもたちへの学校・地域の見守りの推進
～学校支援地域本部（地域学校協働本部）事業を通じた地域の見守り体制について～

■学習支援
■部活動支援
■環境整備
■登下校安全指導
■学校行事支援
■その他の様々な

活動を実践

学校支援活動例

学校支援地域本部

地域住民による学校支援活動が円滑に行われるための仕組み

学校の応援団
（地域の組織化）

参加できる

地域コーディ
ネーター

地域側の窓口

連絡
調整

連絡

連絡

連絡
調整

地域住民

代表者

参加できる

社会福祉
協議会

ＮＰＯ・
企業 等

婦人会 等

地域の安全
見守り隊

老人クラブ

３．民生･児童委員の参画による
見守り体制の強化

１．充実した学校支援活動の実施
現在の活動の拡充

２．学校と地域との定期的な
協議の場の確保

◆４種類以上の学校支援活動を、年間累計
日以上実施

⇒なかでも特に、以下のような｢チーム学校
の構築｣｢厳しい環境にある子どもたちへ
の支援｣｢地域との連携強化｣につながる活
動の実施を推奨

①学習支援 授業の補助、放課後の学習支
援等

➁部活動支援 地域の経験者による部活動
の指導等

③見守り活動 学校の環境整備や交通安全
指導等

④地域活動 地域と合同で実施する防災訓
練等

◆学校の実情や子どもたちが置かれている
状況等、学校と地域が ｢学力｣｢生徒指導
上の諸問題｣｢部活動｣等の課題を情報共有
し、定期的に話し合う場を確保

○既存の会議を発展させる等により設置
○年度はじめ及び学期末毎等、年間概ね

４回以上の開催

◆民生･児童委員又は主任児童委員が参画
し、厳しい環境に置かれている子どもた
ちを学校と連携して地域で見守る体制を
構築

「学校支援地域本部」から
「高知県版 地域学校協働本部」への展開

高知県版 地域学校協働本部の 要件

発
展

新たな取組）

○モデル 校での見守りの仕組みづくり（ボランティア、
民生・児童委員）

○民生・児童委員は、厳しい環境にある子どもの情報を
学校と共有し、学校内と地域（家庭）で見守りを行う。

（そのための学校の手だて）

・学校全体のいじめや虐待の状況を伝える場を持ち、現状を

理解してもらう場を持つ

・情報を学校へ伝えるための窓口や手順を作成し、周知して

おく

（そのための学校の手だて）

・民生・児童委員に、校長が具体的な対応をお願いする

・民生・児童委員との課題の共有・理解と人間関係づくり

見守り体制２ ⇒ ９・１０ページ参照

具
体

学校支援活動

学校支援活動

新たな取組）

○一般ボランティアは、支援（連携・協働）活動の中で、
気になる子どもの情報を学校へ必ず伝えてもらう。

見守り体制１ ⇒ ７・８ページ参照

地域コーディ
ネーター

民生・児童
委員協議会

－ －
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※P７,８,９,10は、これを基準に、それぞれの市町村、学校のやり方にあったものに修正して、活用可。
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高知市

室戸市

三原村

芸西村

安芸市

馬路村

安田町
田野町
奈半利町

北川村
東洋町

大川村
本山町

南国市

大豊町

香南市

香美市

土佐町

四万十町

日高村

須崎市 土佐市

いの町

梼原町 津野町

中土佐町

仁淀川町

越知町

四万十市

大月町

宿毛市

土佐清水市

黒潮町

以上 未満

未満

→東部教育事務所管内

設置率（市町村数）

日佐組合

◆山田
高校

◆窪川
高校

中部教育事務所管内

西部教育事務所管内
↓

（ 市町村）

（ 市町）

（ 市町）

市町村名
設置校／学校数 （ ／ ）

他、高校 、幼・保

高知市

室戸市

三原村

芸西村

安芸市

馬路村

安田町
田野町
奈半利町

北川村
東洋町

大川村
本山町

南国市

大豊町

香南市

香美市
土佐町

四万十町

佐川町

日高村

須崎市 土佐市

いの町

梼原町 津野町

中土佐町

仁淀川町

越知町

四万十市

大月町

宿毛市

土佐清水市

黒潮町

以上 未満

未満

→東部教育事務所管内

設置率（市町村数）

日佐組合

◆山田
高校

◆窪川
高校

中部教育事務所管内

西部教育事務所管内
↓

（ 市町村）

（ 市町）

（ 市）

市町村名
設置校／学校数 （ ／ ）

他、高校 、幼・保

◆嶺北
高校

◆佐川
高校

予定

学校支援地域本部の設置状況一覧（平成 年度・平成 年度市町村別比較）

◆大方
高校

◆嶺北
高校

◆佐川
高校佐川町

現在

現在

高知県版地域学校協働本部モデル７校
①赤野小
➁野市東小
③稲生小
④土佐町小中
⑤大月小・中
⑥五台山小
⑦西部中

①

➁③

④

⑤

⑥⑦

ー ー

各市町村に高知県版地域学
校協働本部（市町村推進校）
１校以上の設置を目指す。

高知県版地域学校協働本部
設置済
①赤野小
➁野市東小
③稲生小
④土佐町小中
⑤大月小・中
⑥五台山小
⑦西部中
⑧赤岡小
⑨大栃小・中

①

➁
③

④

⑥⑦

⑤

⑧

⑨
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学校支援地域本部の更なる深化の今後の展開
～「学校支援地域本部」から「高知県版地域学校協働本部」への展開～

モデル 校の取組

校 校 校 校 校 校校

３．民生･児童委員の参画による見守り体制の強化 ☆見守りの仕組みづくり（４つの見守り体制）
☆チーム学習会の実施

１．充実した学校支援活動の実施 現在の活動の拡充 ☆４種類・累計 日以上の学校支援活動

２．学校と地域との定期的な協議の場の確保 ☆学校と地域が学校の課題を共有し定期的に話し合う場を確保

高知県版 地域学校協働本部の 要件

●モデル 校 赤野小（安芸市）、野市東小（香南市）、稲生小（南国市）、
土佐町小中（土佐町）、大月小・中（大月町）、
五台山小（高知市）、西部中（高知市）

市町村推進校の取組

校
（推進校）☆市町村の実情に応じ 要件の趣旨に沿った取組を実施

～市町村内の他の小中学校・義務教育学校へ展開

☆ 校の取組を参考に、市町村内の他の学校へと取組を広げていく。

○各市町村でまず 校から、モデル校の様々な形を参考に、高知県版地域学校協働本部（市町村
推進校）の設置に取り組む。

（重要）各市町村の教育委員会・福祉部門、県の教育委員会、地域福祉部（児童相談所）、
民生委員児童委員連絡協議会等（ 者）の協力により取り組む。

※モデル７校それぞれに、高知県版の趣旨に沿った特色ある仕組みや工夫した取組を実施。（７つの形・工
夫がある）

※７校それぞれが取組を推進した際のノウハウをまとめたモデル事例集を作成し、全小中学校・義務教育学
校に配布。

※Ｈ30に取り組んだ経験を基に、５者でＨ31以降の設置
計画を検討する（12月）。

ー ー

（重要）各市町村の教育委員会・福祉部門、県の教育委員会、地域福祉部（児童相談所）、
民生委員児童委員協議会等（ 者）の協力により取り組む。
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活
動
内
容

の
充
実

学
校
経
営
計
画
に

「
高
知
県
版
地
域
学
校

協
働
本
部
」
の
要
件
を

参
照
し
位
置
づ
け

（
項
目

日
以
上
の

活
動
計
画
作
成
）

（
学
校
の
課
題
を
共
有

し
話
し
合
う
場
）

（
見
守
り
の
仕
組
み
づ

く
り
（
４
つ
の
見
守

り
体
制
）
）

４
月

学
校
経
営
計
画

地
域
本
部

未
設
置
校

（
校
）

４
～
６
月

７
～
９
月

～
月

１
～
３
月

●
学
校
経
営
計
画
に

設
置
ス
ケ
ジ
ュー

ル
等
を
明
記
【学

校
】

●
学
校
訪
問
等
に
よる

状
況

確
認
【連

携
指
導
主
事
】

●
設
置
要
請
活
動

●
へ
の
説
明

【連
携
指
導
主
事
】

●
各
市
町
村
教
育
長
訪
問

・要
請
【生

涯
】

●
学
校
との

設
置
計
画
の

再
確
認
【生

涯
・連

携
指
導
主
事
】

●
次
年
度
設
置
校
へ
の

助
言
・支

援
【連

携
指
導
主
事
】

●
各
市
町
村
教
育
長
訪
問

次
年
度
取
組
方
針
の
共
有

学
校
支
援

地
域
本
部

設
置
校

（
校
）

高
知
県
版

地
域
学
校

協
働
本
部

へ
の
展
開

●
事
業
実
施
計
画
へ
の

助
言
・指

導
【連

携
指
導
主
事
】

●
学
校
、市

町
村
、連

携
指
導
主
事
、人

材
バ
ン

ク４
者
に
よ
る
情
報
交
換

●
訪
問
等
に
よ
る
実
施
状
況

の
検
証
・見

直
し

【生
涯
・連

携
指
導
主
事
】

●
次
年
度
計
画
作
成
へ
の
支
援

【生
涯
・連

携
指
導
主
事
】

地
域
人
材

の
確
保

●
県
内
６
ブ
ロッ
ク

連
合
会
に
事
業
説
明
、ボ

ラン
テ
ィア
登
録
呼
び
掛
け

●
全
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
を訪

問
し事

業
説
明
・ボ
ラン
テ
ィア
登
録
呼
び
掛
け
【生

涯
・連

携
指
導
主
事
】

連
携
指
導
主
事
等

に
よ
る
取
組
状
況

調
査
に
加
え
、

学
校
経
営
計
画
の

の
仕
組
み

を
活
用

【
目
標
】

＋
校

％
へ

年
度
か
ら

各
市
町
村
で
推
進
校
の
取
組
の
ノウ

ハ
ウ
を
生
か
し、
設
置
計
画
に
基
づ
い
た
高
知
県
版
地
域
学
校
協
働
本
部
の
設
置
を
推
進
。

全
て
の
市
町
村
で
の
、高

知
県
版
地
域
学
校
協
働
本
部
（
市
町
村
推
進
校
）
の
設
置
を
目
指
す
。

●
各
市
町
村
教
育
長

及
び
学
校
長
訪
問
・ス

ケ
ジ
ュー

ル
確
認
【生

涯
・連

携
指
導
主
事
】

●
どの

よ
うな

見
守
り体

制
に
す
る
か
仕
組
み
を

協
議

●
チ
ー
ム
学
習
会
等
で
見
守

りの
仕
組
み
等
に
つ
い
て
、

民
生
・児

童
委
員
や
ボ
ラ

ンテ
ィア
等
に
周
知
【推

進
校
・連

携
指
導
主
事
】

★
学
校
や
地
域
の
特
色
・資

源
を
生
か
して

、地
域
全
体
で
子
ども

を
見
守
る
取
組
を
実
施

●
各
市
町
村
教
育
長
等

へ
の
市
町
村
に
合
った
推

進
校
の
取
組
へ
の
参
加

依
頼
・説

明
【生

涯
】

（
～

月
）

●
推
進
校
の
選
定
・各

教
育
長
等
との

協
議

（
～

月
）

●
推
進
校
の
状
況
（
特

色
・課

題
・希

望
等
）

の
確
認
・助

言
・支

援
【連

携
指
導
主
事
】

●
市
町
村
虐
待
対
応
部

署
・社

会
福
祉
協
議

会
・民

生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
等
に
取
組
説

明
・参

加
依
頼

●
見
守
り活

動
の
開
始

●
見
守
り状

況
の
把
握
、個

別
課
題
へ
の
助
言
・指

導
【連

携
指
導
主
事
】

●
取
組
状
況
の
中
間
確
認
・

整
理
・検

証
作
業
【県

教
委

主
導
、市

町
村
主
体
】

●
推
進
校
を
設
置
した

取
組

経
験
を
も
とに

、市
町
村
毎

に
、

年
度
か
らの

高
知

県
版
地
域
学
校
協
働
本
部

の
設
置
計
画
を
作
成
【市

町
村
主
体
】

～
月

年
度

～
月

～
月

～
月

～
月

月
年
度
４
～

月

各 市 町 村 推 進 校

【目
標
】

＋
校

●
教
育
長
等
に
意
向
を確

認 ●
推
進
校
の
校
長
との
協

議
（

～
月
）

●
学
校
と地

域
との

協
議
の
場
を
設
置

●
学
校
の
ニー

ズ
に
応
じた

学
校
支
援
活
動
の
検
討
●
学
校
と地

域
との

協
議

●
多
様
な
学
校
支
援
活

動
の
実
施
・展

開

●
か
らの

取
組
に

向
け
て
の
事
前
調
整
・

準
備
【市

町
村
】

●
各
市
町
村
の
設
置

計
画
を
も
とに

、
年
度
か
らの

県
全
体

の
設
置
計
画
を
検

討
・作

成
【県

教
委
】

（
月
）

平
成

年
度
の
具
体
的
な
取
組

～
高
知
県
版
地
域
学
校
協
働
本
部
設
置
に
向
け
た
ロ
ー
ドマ

ップ
モ
デ
ル
校
の
取
組
を
踏
ま
え
て
～

年
度
か
ら
の
展
開

全
て
の
小
中
学
校
・義

務
教
育
学
校
に
、高

知
県
版
地
域
学
校
協
働
本
部
の
設
置
を
目
指
す
。

①
充
実
し
た
学
校
支

援
活
動
の
実
施

②
学
校
と
地
域
と
の

定
期
的
な
協
議
の

場
の
確
保

③
民
生
・
児
童
委
員

の
参
画
に
よ
る
見

守
り
体
制
の
強
化年

度

－ －
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○高知県地域学校協働活動研修会 日時：平成 年 月 日（火） ～
場所：サンピアセリーズ（高知市高須）
主催：県教育委員会・県地域学校協働活動推進委員会

参加者 名 満足度 ％

研修対象 市町村担当者、学校関係者、市町村運営委員、地域コーディネーター、教育活動推進員、教育活動
サポーター、放課後児童支援員、家庭教育支援員、民生・児童委員、社会教育関係者 等

平成 年度 地域学校協働活動研修会より 主なメッセージ・キーワード紹介（抜粋）

◎支援と協働の違い ➔学校にかかわる大人の「変容」（が不可欠）
◎地域づくりと学校づくりの循環
☆地域づくりと学校づくりは密接につながっており、両者は相互に関係し合う一連のシステム
◎連携と協働のファースト・ステップ：「組織づくり」➔ 学校・家庭・地域の連携協力はいわば”漢方薬
「学校を核にした地域づくり」 は効果がでるのに時間を要する。だからこそ、意図的・積極的・継続的に
行っていくことが重要であり、推進母体となる組織（チーム）の必要性がクローズアップされてくる。
☆組織があっても、そこに学び（協議）がなければ！

➔「チーム学習」の必要性 ➔「固定的で硬直した考え方」の変容
◎連携協働のセカンド・ステップ：活動の「質」
◎中学校区への着目 ➔中学生が地域で「見える」存在に
☆「あてにされる」関係の創造－「出番と役割と立場をつくる」こと
☆「学校」という場を核に、地域の人間関係の中に「あてにするーあてにされる」相互関係を生み出す
◎「つながりの質」 ➔「つながりの質」が学校学習への傾倒を要求しない場合もあり得る

➔子どもの学力に結びつくような「つながり」
➔「地域のなか、および学校内で、『しっかり勉強することの意義・尊さ』を子どもたち
が実感できるような文化・価値観を形成すること」

【基調講演】 「これからの地域学校協働本部のあり方」 （ 分）
熊谷 愼之輔 氏（岡山大学大学院教育学研究科教授） 講演内容より

○地域学校協働活動推進フォーラム 南国市 日時：平成 年 月 日（日） ～
場所：南国市立稲生小学校（南国市稲生）
主催：文部科学省参加者 名

●地域・学校の課題を解決する地域学校協働活動の現状
・地域から学校への厳しい評価は学校経営に生きている ・協働が適切な学校活動の維持に寄与
・学校と地域が課題を話し合い、対等なパートナーとして取り組んでおり、チームワークが良い

●転換をめざす カギ ～協働の教育的価値について考える～まとめ
◎協働で子どもたちをどう育てていくのか（めざす子ども像）を共有 ◎より高次の教育目標を一緒に
◎子どもが自らできる活動であるよう思慮
◎ 開かれた学校”からさらに一歩踏み出し 地域とともにある学校”へ➔学校・教員の意識変容が必要
◎コミュニティ・スクール（ との連動 ➔学校運営に地域が主体的に関わるようになれる
➔学校と地域との連携・協働体制が組織的・継続的に確立でき、協働の基盤が確固たるものになる
☆学び合い、高め合う、対立を乗り越えていくところに価値あり
➔大事なのはリフレクション（ 内省、振り返り）
➔協働実践の中で自身を見つめ直すプロセスが重要
（自分の思いが相手を超えて自分に返ってくる）
➔対立を乗り越えた先に協働の「質」が変化・協働の「質」が深化 ➔「 」

◎時代が変わっていく、これからの子どもたちの世界が大きく変わっていく、このことを、教員も地域も理
解しておかないといけない
➔変化のある面白い教育をつくっていく時代、まっすぐに向き合っていくには地域の勢いがいる、一生
懸命やっていく

◎協働活動は学校教育と社会教育の大連動、大融合
➔学校・家庭・地域が力を合わせ、子どもたちや地域のため、今を生きる自分たちの生きがいや愛す
る地域の将来のために、今から取組を始めましょう

【パネルディスカッション】 「学校支援から地域学校協働活動へ！新たな教育の実現による
学校と地域の協働を考える」 （ 分） パネリスト発言より

－ －
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平
成

年
（

）
年

月
生
涯
学
習
審
議
会
答
申

平
成

年
（

）
年

月
第

期
中
教
審
答
申

平
成

年
（

）
年
９
月

第
期
中
教
審
答
申
→
よ
り
具
体
的
検
討

「
学
校
評
議
員
」
の
設
置

教
育
モ
ニ
タ
ー
、
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
活
用

地
域
住
民
に
対
す
る
積
極
的
な
情
報
提
供

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
体
制
整
備

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
推
進

地
教
行
法
第

条
の
５
に
基
づ
く
仕
組
み

教
育
基
本
法
改
正
「
学
校
、
家
庭
及
び
地
域
住
民
等
の

相
互
の
連
携
協
力
」
の
規
定
が
新
設
。
具
体
化
す
る
方
策
の

柱
と
し
て

よ
り
委
託
事
業
と
し
て
開
始

設
置
努
力
義
務
化
へ

（
地
教
行
法
改
正
＜
第

条
の
６
＞

･
･
施
行
）

地
域
学
校
協
働
活
動
へ
（
社
会
教
育
法
改
正

･
･
施
行
）

「
次
世
代
の
学
校
・
地
域
」
創
生
プ
ラ
ン
～
学
校
と
地
域
の
一
体
改
革
に
よ
る
地
域
創
生
～

･
･

文
部
科
学
大
臣
決
定

【
･
・

中
教
審
３
つ
の
答
申
（
「
新
し
い
時
代
の
教
育
や
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
た
学
校
と
地
域
の
連
携
・
協
働
の
在
り
方
と
今
後
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
」
等
）
の
具
体
化
を
強
力
に
推
進
】

活 動 支 援

学 校 運 営

－ －
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■特色ある取組～運営の仕組み～

■地域コーディネーターの活動

地域の安全見守り

社会教育団体
婦人会　等

参加できる

生活・総合

安全・安心

・平和推進部会

地域コーディネート部

学習活動支援部

クラブ活動
図書

特別活動

委員会

見守り活動

地域活動

学校支援活動

学校支援活動

連絡

調整

赤野小学校運営協議会
・学識経験者・地域代表

・保護者代表・教員代表
・行政関係者

代表者

コミュニティ・スクール

・挨拶コミュニティ

☆4項目100日以上の支援
☆民生・児童委員の参画

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

連携・協働

学校の応援団
（地域の組織化）

地域学校協働活動

代表者

代表者

・学校の教育方針の承認
・熟議

・地域と学校の話し合いの場

図工

・環境コミュニティ

・学力パワーアップ　
　コミュニティ
・生活・総合学習
　コミュニティ
・お話の会
　コミュニティ
・クラブ活動
　コミュニティ　

・防災・防犯
　コミュニティ
・安全・安心・平和
　コミュニティ　

人権道徳

・支援活動計画により、担当教員と短時間に打合せを行う。ボランティアに連絡して日程調整

を行う。活動を確認して終了した後は、振り返りを行い次への活動の修正ポイントとしてい

る。また普段から、CS（コミュニティ・スクール）レターを戸別に手渡し、日程の周知等に

努めている。

（例）地域コーディネーターのある一日

８：３０～ 読み聞かせボランティアの

確認

算数チャレンジの準備

CSレター作成

１３：２５～ 算数チャレンジボランティ

ア確認

１３：５０～ 算数チャレンジ進路の点検

と補充印刷

１４：２０～ 行事とボランティアの調整

連絡

１５：００ 終了

【活動場所】
赤野小学校地域学校

協働本部では、地域コ
ーディネーターの机
が、職員室に配置され
ており、教職員や管理
職等、学校との連携が
スムーズに進むように
しています。 【活動内容】

週１回、１回あたり
約５時間活動していま
す。地域コーディネー
ターの他、学習支援員
も兼務しており、地域
との連携活動等、多岐
にわたっています。＜学習支援＞

＜職員室内の専用の机＞

－21－

読み聞かせボランティアの

確認

算数チャレンジの準備

CSレター作成

算数チャレンジボランティ

ア確認

算数チャレンジ進路の点検

と補充印刷

行事とボランティアの調整

連絡

終了

拡

拡
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■特色ある取組～運営の仕組み～

■ 地域全体で子どもを見守り育てるために

 主に毎週木曜日に、
 １時間程度実施

 【主な内容】

 活動の情報交換

 授業の様子、いじめ、
 虐待等の児童の様 
 子に関する情報共有

 今後の活動計画等

野市東小学校地域学校協働本部野市東小学校

・普段の活動の中での見守り
（気になる子どもの情報を学校へ伝える等）

　地域全体での見守り

学校支援地域本部事業
運営委員会（11名）

主任児童委員

学識経験者

学校関係者

ＰＴＡ会長

行政関係者

民生･児童委員

ボランティア情報交換会

      を通じた
地域の方との児童、

教員の関わり

支援活動

いじめ防止対策委員
会等の校内組織も活
用した      
の情報を共有

見守り活動

 ・朝の学習丸付け 
 ・家庭科学習補助等

 ・地域クリーンアップ作戦 
 ・昔遊び、地域学習等

 ・クラブ活動の補助

 ・１年生とのふれあい下校 
 ・交通指導、安全管理補助等
  （交通安全教室、持久走大会等）

　支援活動

学習支援

地域活動

クラブ活動支援

学校周辺環境整備

安全指導等

香南市福祉事務所

要保護児童対策地域協議会個別ケー
ス検討会議への学校長、民生･児童
委員（主任児童委員）の参画等によ
る連携・協力

地　　　　　域

保護者、元保護者、地域の理解者、民生･児童委員、主任児童委員

連絡・調整

地域コーディネーター

地域の方への支援活動
及び見守り活動につい
ての説明、情報交換
  ・ ５月15日 
  ・12月23日

定期的に職員会等で
         の
情報を共有
地域学校協働本部

         の
ビジョン共有及び仕組
みづくり

実施に向け、地域への
         具体的な協力依頼

事業実施にむけた準備
及びフィードバック等

取組を通しての
         及び

    

新たな発見

学校と地域の関係深化

 ・愛校作業  
 ・グランド整備（草刈り）

・コーディネーターを主な窓口とし、学校からの
 活動に関する具体的な説明及び参画依頼

・地域住民による連携・協働
児童虐待に関する地域全体での見守り

野市東小学校地域学校協働本部では、地域コーディネータ
ーである主任児童委員のネットワークを生かし、香南地区民
生・児童委員と情報交換を行っている。また、この他、普段
の学校支援活動に参加いただいた方へ、ボランティア情報交
換会等で見守り活動に関する説明を行う等、地域で見守る体
制づくりに取り組んでいる。
■民生・児童委員地区会における情報交換（２ヶ月に１度）

・地区会での研修会終了後、野市東小学校区担当の民生・
児童委員による部会を実施。

・主任児童委員である地域コーディネーターも参加し、必
要に応じて学校や児童に関する情報を共有する。

■地区の民生・児童委員による学校授業訪問及び情報交換会
・実施日 ９月２５日（月）※年２回予定、次回は３月
・参加人数 ６人(民生・児童委員５人、主任児童委員１人)
・スケジュール 10:30～10:50 開会、事前説明

10:50～11:35 授業参観（全学年）
11:35～12:00 学校との情報交換

・情報交換では、学校の状況や地域における見守り体制についての説明の他、丸付けに参加して気
になる児童や、学校の様子についての意見が出た。

■特に厳しい環境にある児童には、香南市福祉事務所主催の要保護児童対策地域協議会個別ケース検
討会議へも、地区の主任児童委員等が参加し、地域全体で連携した取組も行っている。

野市東小学校における見守り体制

香南市福祉事務所

学校（校長・教頭）

主任児童委員

(地域コーディネーター)

民生・児童委員、地域の方々

児童虐待に

関する情報

体
制
の
連
携
・
協
力

拡

拡

新

新

児童の様子について連絡

－26－

新

地域における小学校



－ 27 －

■活動を支える人材確保

■イベントカレンダー

【地域コーディネーター】

活動に関する打合せを学校と行うほか、地域や関係機関との橋渡し役となり、活動に関する
周知や活動に参画いただける地域住民の募集等を中心に活動している。また、スタッフとして
も、朝の学習丸付けや読み聞かせ活動、家庭科学習補助にも参加している。

４月 １年生とのふれあい下校

第１回 委員会開催

５月 遠足での交通指導

支援ボランティア説明会

グランド整備(草刈り)・運動会

６月 評議委員会

７月 第２回 委員会開催・懇親会

８月 グランド整備(草刈り)

９月 １年生とのふれあい下校

民生・児童委員学校訪問

地域クリーンアップ作戦

10月 ＰＴＡバザー(人権参観日)

11月 グランド整備(草刈り)・懇親会

12月 情報交換会・懇親会

１月 １年生とのふれあい下校

２月 昔遊び体験

３月 第３回 委員会開催・懇親会

【その他】

・朝の学習(月、火、木、金)丸付け

・１～３年生対象に毎週木曜日、朝の時

間帯に読み聞かせ

【ボランティア】
民生・児童委員さんを中心に、地域の方

も参加してくれており、保護者の中からも
協力していただける方が増えてきた。
活動に参加していただく中で、地域の方

同士や、保護者同士、地域の方と保護者の
交流へとつながり、子育てなどの悩みにつ
いて話す機会も多くなってきた。

【木曜日】
8:15～ 8:25 本の読み聞かせ
8:25～ 8:40 朝の学習丸付け
8:40～10:00 学校との情報交換

・当面の計画や行事について
・子ども等の様子について

＜地域コーディネーターのある一日＞

【予定表】
朝の学習丸付け

に来てくださる方
の名札やマグネッ
トを用意し、都合の
つく日を自分自身
で選択して予定表
に貼るようなボー
ドを準備した。

＜朝の学習の予定表と名札＞

【懇親会】
委員会やグラン

ド整備等の後、適宜
懇親会を催すと、教
職員や保護者の方
も参加してくれて
話が盛り上がり、さ
らに交流や親睦を
深めている。 ＜支援ボランティア忘年会＞

【講師】
地域のお年寄り

やボランティアの
方々が来校してく
れて、低学年に昔
の遊び方を紹介
し、一緒に子ども
たちと遊んで、交
流を深めている。＜昔遊び体験＞

【講師】
のいち子ども図書

館クラブの方を中心
に、保護者や地域の
方が、朝の時間帯に
本の読み聞かせを行
ってくれている。

☆企画・運営のポイント

・何をしてもらいたいかを焦点化する

・協力いただける方の目線に立つこと

・お互いに無理をしないような準備や方法
＜朝の読み聞かせ＞

－27－
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■特色ある取組～運営の仕組み～

 
 

■活動を支える人材確保

「ふれあい」
「かかわり」を
キーワードに
地域とさまざまな
協働活動を行う

・学生に地域協働の学びの場を
提供

・地域は学生の意見をもらって
いる

・「防災訓練」「びわもも祭り」
では大学生の話や６年生の
発表を取り入れ、課題解決型
で行っている

【地域コーディネーター】
地域活動活性化（チーム稲生）での取組だけでなく、学校行事をはじめとして、学校と地域の

つなぎ役を果たしている。また、さまざまな形での指導、助言、支援を多数いただいている。

学習支援
・絵本の読み合い
スポーツ支援
・サッカー、野球、フットサル、
バスケットボール

見守り活動
・登下校、夏休みプール監視
環境活動
・資源回収、愛校作業
地域活動
・合同防災訓練、防災キャンプ
生産活動
・米づくり・ロング巻きずしづく

り、玉ネギづくりと販売、芋づ
くり

栽培活動
・花づくり、水やり草取り
その他
・ラジオ体操 

稲生小学校 稲生地域学校協働本部 
・年２回開催
・２２名（公民館長、社会福祉協議会長、
民生・児童委員、学識経験者、ＰＴＣ
Ａ関係、チーム稲生（地域コーディネ
ーター）、地域、学校関係者 他）

・校長から学校説明、地域からの意見・
助言、情報共有を図る

開かれた学校づくり推進委員会 

・学期２回開催 
・１５名（主任児童委員、民生・児童委
員、チーム稲生、地域コーディネータ
ー等、校長）

・学校や厳しい環境にある家庭・児童の
様子、行事への協力依頼 

学校と民生・児童委員による見守り体制 

連絡・調整 

主任児童委員１名、民生・児童委員６名、
地域６名、チーム稲生１名、校長

・学期２回開催（読み合い活動後）
・厳しい環境にある家庭や児童を支援する
ための情報共有、行事への協力依頼

・地域での見守り状況を情報共有

学
校
（
校
長
） 

主
任
児
童
委
員

民
生
・
児
童
委
員

地域コーディネーター 

・普段の活動の中での見守り
⇒気になる子どもの情報を学校
へ伝える

見守り活動 

学校と地域と 

高知大学地域協働学部との関わり 

地域学校意見交換会 

地域学校意見交換会 

個別ケース検討会議で
情報共有し、見守りを実施中

南国市福祉事務所こども相談
係、南国市教委、中央児童相談
所、学校、民生・児童委員、主
任児童委員

－ － 

南国市福祉事務所こども相談係 

要保護児童対策地域協議会 

「協議」と「活動」をつなぐ 

新 

新 

新 

新 
福
祉
と

携

の
連

・
協
力 
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■特色ある取組～運営の仕組み～

■地域コーディネーターの活動

・支援活動内容用紙を作成し、地域連携担当教員と用紙を見ながら短時間に打合せを行う。活動が終
了した後は、振り返りを行い次への活動の修正ポイントとしている。また毎月、応援団便りを作成
し、各家庭・応援団員に配布し、情報提供等に努めている。

地域コーディネーターのある一日

： ～地域連携担当教員との打合せ
（目標・要望・日時・支援員数等の
確認）

： ～ボランティアの方等へのコーディ
ネート

： ～応援団便りの作成
： ～教育活動サポーターの日程、予定表

作成・コーディネート
： ～学習支援員として、子ども教室支援
： ～応援団活動日誌・子ども教室活動

日誌記入集計
： 終了

【活動場所】

推進本部では、校舎内に応援団事
務所・子ども教室があり、地域コーデ
ィネーターの机が、応援団事務所に
配置されており、地域連携担当教員
や管理職の先生等、学校との打合せ
もスムーズに進みます。

【活動内容】

週 日、１回あたり約 時間
活動しています。地域コーディネ
ーターの他、学習支援員も兼務し
ており、放課後子ども教室への活
動等、多岐にわたっています。

＜学校支援地域本部室＞

民生・児童委員２８名 年６回
・児童生徒や家庭の気になる情報について
情報共有

・地域での見守りで気になる変化があれば
随時情報共有

・保育一日入学で保護者や児童と顔合わせ
・民生・児童委員の顔写真を学校内に掲示
・小学校の運動会に民生委員の服を着て参加 
・小中学校卒業式等の行事への参加 

民
生
・
児
童
委
員

民生・児童委員定例会 

・個別ケース検討会議で情報共有

・地域での見守りで気になる変化が 
あれば、随時情報共有 

 

学
校
長

要対協実務者会議
個別ケース検討会議 

民生・児童委員 

普段の活動の中での見守り 
⇒気になる児童生徒の情報を

学校に連絡

地域・家庭での見守り 
⇒ケースの児童生徒・家庭の
情報を健康福祉課・学校に連絡

健
康
福
祉
課

土佐町教育委員会 

担任・行事担当等 

土佐町小中学校 学校応援団
（地域学校協働本部） 

放課後の居場所づくり 
（放課後子ども教室） 

学校応援団推進本部
実行委員会

・１３名
・年２回開催（９・３月）

学習の場の提供 学校行事支援 

１２６名 
「できる時に、できる人が、
できる事を（ムリをせずに）」 

地域の方々 

地域コーディネーター 

連絡・調整 

教頭 

地域への支
援内容や協
働学習依頼
を伝える 学校運営協議会

（コミュニティ・スクール）
・１５名
・年３回開催（６・８・３月）

民生・児童委員による見守り体制 

見守り 
活動① 

環境整備 安全パトロール 

部活動・クラブ支援 
図書館支援 学習支援 

見守り 
活動➁ 

＜子ども教室＞ 

－ － 

新 

新 

新 

新 
新 
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■活動を支える人材確保

■イベントカレンダー

【地域コーディネーター】

パソコンが使え、子どもが好きでやる気のある方を職安で募集。現在は２年目であり、先を見

通して行事に参加し、サポートをしている。

【教育活動推進員等】

放課後子ども教室のサポーターや、民生・児童委員、地区の方等

高齢の方が多い。新規活動員を募集中。

【ボランティア】

ムーンポリスや地区のボランティア、民生・児童委員に声をかけて

いる。

【講師】

ＮＰＯ法人や、自営農業各方面の専門の方にお願いしている。

４月 小学校新１年生バス添乗見守り

５月 第一回 運営委員会開催

トウモロコシ植え、田植え

海辺のレストラン

６月 芋さし、柏島宿泊学習

７月 環境整備、トウモロコシ収穫

８月 プール監視、地域未来塾（中学

校）

第二回 運営委員会開催

１０月 文化祭郷土芸能伝承指導

遍路道札かけ、事前学習

アサギマダラの観察

１１月 地域学習（炭焼き）、昔遊び

１２月 ひがしやま作り

３月 卒業式

第三回 運営委員会

【その他】郷土料理作り

【支援団体】

ムーンポリス（地域見守り隊）や地域のボラン
ティアに依頼し、斜面の草刈り、庭木の剪定をして
もらう。
学習支援は放課後子ども教室のメンバーや民
生・児童委員等に依頼。
講師としては、地域の農業従事者の方に、田植え、

とうもろこし、芋さし等の協力をお願いしている。

【講師】

郷土芸能伝承保存会の方々を招聘し、総
合的な学習の時間等を使い、地域に伝わる
赤太鼓や太刀踊りを学び、文化祭で披露で
きるように、メンバー何人かに手分けして
教えてもらっている。
学校は郷土文化を生徒に教えてもらう
ことができ、地域の人も新しい担い手の育
成ができる。

＜研修会の様子＞

☆企画・運営のポイント
学校の要望を聞き、できるだけ教師の

負担を減らすことができるように、地域
のボランティアの協力を得て学校を拠点
とした学校と地域の活性化を図る。

＜太刀踊りと赤太鼓の練習風景＞

＜ムーンポリスの方々の草刈り風景＞
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■特色ある取組～運営の仕組み～

高知市立五台山小学校

担任等
地域への支援内容
や協働学習依頼を
「協力お願い票」
に記入

校長

登下校見守り
・安全指導（登校時山越え同行）
学習支援
・民生・児童委員が毎日午前中授業
補助

・全校の栽培活動
郷土学習
・４年生総合的な学習「竹の学習」
に高知市教育シニア・ネットワー
ク（教員 ）と民生・児童委員

環境整備
・花壇の整備

五台山小学校 五台山小学校支援地域本部 

・年３回開催（７・１２・２月）
・民生・児童委員、公民館長、交
通安全会議 他

・学校の実情、ビジョンの共有
・協働本部の活動

開かれた学校づくり推進委員会 

１３名
・毎月開催
・校長が参加もしくは「協力お願
い票」を随時届ける

・気になる子どもの事例協議 

民生・児童委員協議会定例会 

民生・児童委員による見守り体制 

連絡・調整 

毎週開催
・民生・児童委員からの見守り状況
を情報共有

職員会・校内研 
民生・児童委員１３名・毎月開催
・気になる児童や家庭のことを情報共
有、相談、見守り

・地域での見守り状況を毎日の学習支援
来校時等に情報共有

・地域での見守りで気になる変化があれ
ば、随時情報共有

学
校
（
校
長
） 

民
生
・
児
童
委
員

地域コーディネーター

（高知市教育シニア・ネット

ワーク）

・普段の活動の中での見守り
⇒気になる子どもの情報を学校
へ伝える

見守り活動 

民生・児童委員、主任児童委員
高知市教育シニア・ネット
ワーク（教員 ）
交通安全会議 公民館長 他

地域の方々 

民生・児童委員協議会定例会 

学
校
（
教
職
員
）

－ － 

拡 

拡 

拡 

拡 

・相談や見守ってほしい児童や家庭
の情報共有

・民生・児童委員の顔写真を学校内
に掲示
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■ボイス（各関係者からご意見を集めました）

五台山には、学校を支援する地域の組織が
いくつかあり、それぞれの組織が独自に活動
しています。組織が独自に活動しているとい
うと、学校が支援を希望する内容によって依
頼する組織を検討するといった手間が必要に
なると思われますが、実際には、支援内容に
よって学校が依頼する組織を選択しています
ので、学校と組織間のコーディネートの作業
の必要はあまりありません。そのため、もっ
ぱら学校を支援することに専念しています。
学校を支援し、学校の子どもたちと一緒に

活動することは本当に楽しく、やりがいもあ
りますが、課題もあります。
それは、人員の高齢化という課題で、どの

組織にも共通しています。課題の解決は容易
ではありませんが、今後もできる限りの支援
を続けていきたいと思っています。

春探しや校区探検といった学習の支援、花
の植え付けや野菜の栽培といった環境の整
備、登下校の付き添いや児童の見守りといっ
た子どもたちの安全確保等で、学校のお手伝
いをすることにやりがいを感じています。
こうした活動を続け、子どもたちや先生方

と顔を合わせ話をするうちに、以前は少し
入りづらかった学校にも自然と行けるよう
になりました。そして、顔見知りになった
子どもたちや先生方から、あいさつや声が
けをしてもらって、こちらも嬉しいです。
今後も、このような学校との関係を続けて

いきたいと考えています。
また、よく学校便りが発行されているうえ

に、学校の様子や子どもの活動の様子が写真
等で載せられていて学校のことがよくわか
ります。

【１・２・３年生】
春の校外学習やサツマイモの植え付け等

で、春の草花やお芋の植え方等、いろいろ教
えてくれてありがとうございました。
【４年生】
竹の学習では、五台山のことを教えてくれ

たり、工作を手伝ってくれたりして、ありが
とうごいざいます。森林研修センターでの勉
強も、とてもおもしろかったです。
【５・６年】
田植えや稲刈り、餅つきや野菜の栽培とい

ろいろなことでお世話になっています。山越
えの登下校でも、毎日付き添ってくれてあり
がとうございます。自分たちだけでは、犬や
ハチが怖いけど、一緒に歩いてくれるので、
安心しています。

本校は教職員数が少なく、児童の安全を確保
したり、教育的な支援を十分に行ったりするこ
とが難しいという課題がありました。そこで、
学校支援地域本部事業を活用し、地域の組織や
地域の方々に支援をお願いしたところ、学校の
教育活動をいろいろな場面で助けていただけ
るようになりました。その他にも、生活が心配
な児童や山越えの登下校について相談をした
ところ、地域で児童と家庭の見守りや山越えの
登下校の付き添い等もしてくださるようにな
りました。これらの支援に心から感謝していま
す。
これらの支援に対し、学校としては、地域か

ら信頼される学校づくりが一番のお返しであ
ると考えていますので、今後も、地域との良好
な関係を保ちつつ、地域から信頼される学校づ
くりに努めていきたいです。

民生・児童委員、地域の方等

子どもたち 学校長

地域コーディネーター

－52－



－ 53 －



－ 54 －－ 54 －



－ 55 －

■特色ある取組～運営の仕組み～

高知市立西部中学校 ～「地域に愛され地域と共に創る学校」に向けた取組～

■地域コーディネーターの活動

支援活動内容を確認していく中で、地域連携担当教員との連絡調整を行う。活動が終了した

後は、振り返りを行い、次への活動の修正ポイントとしている。また普段から、日々の放課後

学習支援にも関わる等して生徒理解にも努めていただき、情報共有を行っている。また、ボラ

ンティア確保等に努めている。

（例）地域コーディネーターのある一日

１４：００～ 地域連携担当教員との打合

せ（目標・要望・日時・支

援員数等の確認）

１４：４０～ ボランティアの方等への

コーディネート

１５：００～ ボランティアと共に環境整

備

１６：００～ 学習支援員として、加力支

援

１７：００ 終了

【活動場所】

学校支援地域本部では、
地域コーディネーターの
机が、職員室に配置されて
おり、地域連携担当教員や
管理職の先生等、学校との
打合せもスムーズに進ん
でいる。

【活動内容】
週５回、１回あたり約１

時間活動している。地域コ
ーディネーターの他、学習
支援員も兼務しており、加
力指導に参加して学習支援
を行っている。＜学習支援＞

＜学校支援地域本部室＞

協議内容

・活動の情報交換
・翌月の学校行事
と活動の計画
・学校の全体的な
いじめ、虐待、不
登校、暴力行為
等をはじめとする
気になる子どもの
動きの共有

2０名

・普段の活動の中
での見守り

⇒気になる子ども
の情報を学校へ
伝える

学校長・教頭

支援ボランティア定例会

子どもに直接関わ
る活動
・登下校見守り
・学習支援
・部活動支援
・環境整備

支援活動

見守り活動①

見守りケース会議

・地域・家庭での
見守り

⇒ケースの子ども・
家庭の情報を学
校へ伝える

見守り活動➁

協議内容

・厳しい環境にある
子どもの情報を共
有

・学校が民生・児
童委員・主任児
童委員による見守
り活動を依頼

元教員

交通安全指導員

主任児童委員

保護者

NPO法人

青年団

市社協

元塾講師

民生・児童委員

児童相談所

学校長・教頭

地区の団体（補導
委員協会 等）

市子ども家庭
支援センター

市少年補導センター

西部中学校地域学校協働本部

毎月、定例会を学校内で開催

毎月末火曜日
に開催

地域コーディネーター
連絡・調整本部の活動の

学校内への
フィードバック例

を通じた
地域の方と教員の関
わり

支援活動

地域・家庭での
見守りが必要な
ケースについて
随時開催
(見守り活動①で
得た情報等から
学校長が判断）

○名／ケースにより異なる

いじめ防止対策委員
会等の校内組織で

の情報を
共有
見守り活動

職員会等で

の情報を共有

支援ボランティア定例会

連携・情報共有

市社協

地区補導委員

西部中学校

－55－
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■広報活動

■ボイス（各関係者からご意見を集めました）

西部中学校の学校ボランティアに登録してい
ただいている方は、子どもを理解していこうとする
支援者（ボランティア）の方ばかりで取組がい
い方向に向かっていることを感じています。また、
子どもたちに、気軽に話しかけ大切に接している
ことを感じています。このようなボランティアの方を
増やしていけたらと思います。
夏に行われた県の研修に参加していましたが、そ
の中でも学校と地域が協働していくことの大切さが
話されていました。活動内容も工夫して我々も活
動していけたらと思います。

・学校の状況や学校での子どもたちの状況も、見学や
一緒に生活する中で見えてきました。
・私が、生徒さんたちに学習支援をすることで、受け入れ
てもらえるかとの不安がありましたが、「また、教えてね」
「明日も来てくれる」とかの声をかけてもらい、やりがいを
感じ、この出会いを大切にしていきたいと思いました。
・大きく目立った活動はできていなくてこのままでいいのだ
ろうかと少し悩んでいたけれど、同じボランティアの方から
「見守っている大人がいることが大事なのでは?できるこ
とでいいのではないか？」と声をかけてもらい、自分のや
れることで協力していこうと思いました。

・学校通信の中で「学校支援地域本部
事業」での活動の様子について掲載
し、保護者にも知らせている。

・ボランティアの方たちが自分の身の
周りの生活の中でも「学校支援本部
事業」の活動について友人に話した
り、仕事の中で紹介したりしてくれ
ていることからクチコミでボランテ
ィアの輪が広がっている。

・数学で分からないところを丁寧に優しく教えても
らって、分かりやすく、話も聴いてくれて、すごく
良かったです。とても楽しいです。毎日したいな
と思いました。

・励ましてもらいながら学習ができました。やる
気がでてきて、力がついてきているように思いま
す。

・「先生」とは違うけど、「地域の先生」みたいな
感じで話しやすいです。

地域の方が、生徒の力に何とかなりたいと思ってくだ
さっていて、できることはやりたいとの気持ちを持っている
方がボランティアとして集まってくれて、子どもたちにとっ
ては本当に幸せなことと感じています。たくさんの人から
の支援を受ける中で、教員以外の大人たちの関わり
は、子どもたちの成長に大きな影響を与えていると実
感しています。
また、以前から、地域の見守り体制ができていて、

厳しい環境にある家庭や、気になることについては
学校に来てくださった時に、情報を共有し、協力して
地域で子どもを育てています。学校ボランティアとして
地域の方々には地道に声をかけてくださったり、学習
支援してくださったり、また、生徒支援で関わってくださ
ることで一人ひとりの個々への支援がいきわたるように
なって、落ち着いた学校生活が送れており、学校とし
て大変大きな力となっていて、感謝しております。

ボランティアの方

＜学校通信＞

子どもたち 学校長

地域コーディネーター
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■特色ある取組～運営の仕組み～

 

■地域コーディネーターの活動

・支援活動内容企画書を作成し、地域連携担当教員と用紙を見ながら打合せを行う。活動が終
了した後は、振り返りを行い次への活動の修正ポイントとしている。また普段から、本部便
り『あかっぴー』や学校だより等を配布し、学校の様子、ボランティア活動の様子の周知・
啓発をしている。

（例）地域コーディネーターのある一日

１３：００ 地域連携担当教員との打合せ
（目標・要望・日時・支援員
数等の確認）

１４：３０ ボランティアの方等への
コーディネート

１５：００ 学習支援員として、算数教室
に参加

１６：００ 月１回実施の朝食づくり教室
の準備

【活動場所】
赤岡小学校の学校支

援地域本部では、地域コ
ーディネーターの部屋
が配置されており、地域
連携担当教員や管理職
等、学校との打合せもス
ムーズに進みます。

【活動内容】
ボランティアさんの

要望で定期的な活動を
位置付けていない。必要
に応じて会の開催をし
ている。＜算数教室＞

＜あかっぴーひろば＞

幹事会、支援・協働班会等
で打合せ
・管理職
・地域連携担当教員
・４つの隊の代表（兼
地域コーディネータ－） 

環境整備隊
こいのぼり・ひな祭り班、日曜
大工・テント班、花班、図書館
班
学習支援隊
採点班、放課後加力指導班、書
道・茶道班、踊り子班、読み聞
かせ班、地域学習班、昔遊び班
スポーツ健康隊
食育健康班、スポーツ班
黒潮っ子安全隊
防災学習班、あいさつ運動・交
通指導班、支援・協働班

赤岡小学校 赤岡小学校区学校支援地域本部 

・年２回開催（５・３月）
・１３名（学識経験者、ＰＴＡ代
表、民生・児童委員、地教委担
当、学校関係者）

・取組について説明及び協議 

学校支援地域本部運営委員会 

・毎月開催
・４名（４つの隊の代表、管理
職、地域連携担当教員）

・取組（行事、研修会等）に向け
た細かい打合せ 

幹事会 

民生・児童委員による見守り体制：支援・協働班

連絡・調整 

定例会 要保護児童対策地域協議会 
・毎月開催
・４名の民生・児童委員と管理職、
地域連携担当教員

・厳しい環境にある子どもたちの
情報を共有

・情報を見守りに生かす

話し合った内容が、民生・児
童委員を通じて伝えられる 

・年２回開催（６・２月）
・地域の民生・児童委員と全教
職員で意見交換

・各学年の取組や課題、児童の
地域での様子やボランティ
ア活動で気づいたこと

＜算数教室＞

全体会 

地域コーディネーター 地域連携担当教員 

－ － 

地域連携担当教員との打合せ
（目標・要望・日時・支援員
数等の確認）

ボランティアの方等へのコー
ディネート 
学習支援員として、算数教室
に参加 
月１回実施の朝食づくり教室
の準備
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【学校行事支援部会】
湖水祭、火鎮祭相撲練習
小中合同運動会
物部っ子祭り

【学習活動支援部会】
学習支援、昔遊びの指導、
地域学習の講師、授業支援
郷土料理活動、読み聞かせ
保小中合同講演会

【環境整備支援部会】
塩の道体験活動支援、防災
学習支援、プール清掃、愛
校作業、道草刈

【安全パトロール支援部会】
登下校の見守り、マラソン
大会街頭指導

・１５年間を通じて物
部がめざす子ども像
を実現

・地域の人材を活用し
た教育活動を計画

・学校と地域が協働し
て元気な物部を創造

■特色ある取組～運営の仕組み～組織図

■めざす姿実現のための取組（アクションプラン）

テーマ・付けるべき力 保・小・中学校での取組 子どもの取組 家庭での取組 地域での取組
①郷土愛 ◯「湖水祭り」「生きが

い教室」「物部っ子祭
り」等の取組を保・
小・中と地域との協働
で定着、充実させる

◯「湖水祭り」「生きがい
教室」「物部っ子祭り」
等に意欲的に取り組む

◯地域と関わるときに積極
的に質問や発言をする

◯地域の行事に子どもた
ちと積極的に参加し、
感想や思いを共有する

◯地域の良さを子どもに
伝える

◯体験活動や地域行事
を通じて、地域の良
さを伝える

◯地域での活動を積極
的に支援する

地域愛をもち、物部
の良さに気づき、地
域に貢献することが
できる

②チャレンジ精神 ◯「総合的な学習の時
間」「学校行事」及び
授業の中で、「チャレ
ンジタイム」を作る

◯チャレンジに対して、
肯定的評価を多くする

◯失敗を恐れず、小さ
なことでも積極的に
チャレンジする

◯お互いのチャレンジ
を認め合い、相互評
価する

◯家庭での遊びや手伝い
等の体験を評価する

◯親も一緒にチャレンジ
する

◯大人がチャレンジす
る姿を見せたり、
チャレンジしている
人の話をする

◯チャレンジしたこと
を肯定的に評価する

主体的に何事にも挑
戦し、粘り強く物事
に取り組むことがで
きる

③コミュニケーション力◯挨拶を大切にする
◯授業でお互いに意見交
換する場面を多く作る

◯子どもが自分の気持ち
や思いを全体に発表す
る機会を多く作る

◯「挨拶」「感謝の言
葉」「謝罪の言葉」
を大切にする

◯集会や発表会での発
表を大切にする

○人の話をしっかり聞き自
分の考えを人に伝える

◯子どもとの対話を大切
にする

◯親が進んで挨拶をする

◯大人が子どもに挨拶
等の手本を示す

◯子どもに積極的に話
しかける

生きた挨拶ができ、
人の考えを聞き、自
分の考えもしっかり
伝えることができる

④自尊感情 （しつける内容）
◯「聴く・話す」態度、姿勢
◯場に応じた言葉づかい
◯時間を守る
（勇気づけのための手だて）
◯感謝の気持ちを伝える
◯タイムリーな評価を与える

◯時間を意識して行動
する

◯「いいとこ見つけを
する」等仲間の良さ
を認める

◯頑張りや良さを褒める
◯感謝の気持ちを伝える
◯家庭でのしつけやルー
ルを決める

◯子どもを褒め、感謝
の気持ちを伝える

◯子どもの頑張りや評
価を学校に伝える

◯地域で子どもの気に
なる言動は注意する

自分や他人を大切に
でき、自分自身に誇
りをもつことができ
る

⑤学力向上 ◯「大栃の授業スタン
ダード」の組織的な実
践と質の向上をめざす

◯授業においては、「め
あて」の効果的な提
示、「まとめ」の明確
な提示、そして「振り
返り」を定着させる

◯話をよく聞き、わか
らないことがあった
らそのままにしない

◯宿題を忘れずにやり、
時間のけじめをつけ
て家庭学習をする

◯子どもが学習に集中でき
る環境（学習時間・場
所・テレビを消す、スマ
ホのルール）を作る

◯参観日や学校行事に積極的
に参加し、授業参観を行う

◯物部っ子生活リズム計
画を意識する

◯学習に関わる地域の
人の協力を呼びかけ、
授業や放課後学習に
参加する人を増やし
ていく

◯読み聞かせや昔遊び
の実施

基礎的、基本的な知
識や技能を身につけ、
課題解決のために活
用できる

大栃保・小・中学校 物部地域学校協働本部

・年７回開催（４・５・７・８・
１２・１・３月）

・１９名（市教委、保護者代表、地
域住民代表、園長、校長等）

・校長と教育方針を協議し、地域と
ともにある学校づくりを進める

・年３回開催（５・９・２月）
・５５名（市教委、民生・児童委員、
ＰＴＡ、自治会長、婦人会長、公
民館長、学校・保育園関係者等）

・学校の教育活動を支援する内容や
地域創生に関する協議

連絡・調整

・年１２回開催のうち１回、学校を会場に開催
・民生・児童委員２５名 ・気になる児童や家庭のことを情報共有、相談、見守り

民生・児童委員による見守り体制

民生・児童委員協議会定例会

大栃保・小・中学校運営協議会
物部コミュニティ・スクール

物部地域学校協働本部定例会
（物部っ子を育てる会）

－ －

要保護児童対策地域協議会
必要に応じて情報共有

地域コーディネーター
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【地域コーディネーター】

 地域の行事・地域住民を知り、学校のために動いてくれる行動力のある方に学校がお願い 

　し、年度末には、継続を依頼している。学校行事の時以外にも定期的に学校に来ていただき、

　要請に応じて学校と地域の橋渡し役をしていただいており、

　大変助かっている。

【ボランティア委員】

 地域の子どもをよく知り、読み聞かせや学習支援、また地

 域で活躍していて、郷土料理教室等で関わってくださってい

 る方を、いろんな方々に紹介していただき、ボランティア名

 簿に登録する等、幅広い人材の確保に努めている。

■ 活動を支える人材の確保

 ４月  春の遠足（小）

 ５月  第一回定例会開催
 プール清掃（小・中） 

 ７月  灯篭づくり（保・小・中）
 七夕集会・夕涼み会（保・小）

 ８月  湖水祭り、愛校作業（小）

 ９月  第二回定例会開催
 愛校作業（中）
 小中合同運動会
 防災訓練（小・中）

１０月  運動会（保）
 「塩の道」学習（小・中）

１１月  いざなぎ舞神楽（小）
 生きがい教室（保・小・中）

１２月  地域清掃（小）
 物部っ子祭り（保・小・中）

 １月  昔遊び（小）
 人権参観日（中）

 ２月  第三回定例会開催
 学習発表会（保・小）

 ３月  卒業式（小・中）

【その他】 月３回 登校時見守り
 月４回 学習支援

■ イベントカレンダー

【地域創生】

☆企画・運営のポイント
 「大栃保・小・中学校運営協議会」で「熟

議」し確認した内容に基づき、「物部地域学校

協働本部」で「協働活動」を行い、園長、小中

管理職、市教委、地域コーディネーターで構成

する「物部の教育を考える会」で「マネジメン

ト」することで、組織はPDCAを中心とした

「持続可能な体制」になります。

＜生きがい教室＞

＜物部っ子祭り＞

 物部の大きな夏祭
りである「湖水祭
り」では保小中が一
緒に「踊り・灯篭作
成」等に取り組んで
いる。中学生は当日
の販売活動にも参画
し、地域貢献活動と
して定着している。

 物部の良さを町
内外の方々に伝え
るための発表会や、
大栃商店街を拠点
として、展示・即
売を行っている。
地域との協働で、
元気な「物部の町
づくり」を行って
いる。

＜湖水祭り＞

　－68－
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Ｂ
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地域との連携・協働の推進 赤岡小学校区学校支援地域本部の取組事例
平成２４年度に学校支援地域本部「黒潮の子ども応援隊」を設置し、学校支援活動に取り組ん

でいる赤岡小学校（児童数９３名）では、下記の組織により幅広い活動に地域住民や保護者が参
画し、地域ぐるみで子どもたちを育むため、先進的な取組も含め様々な活動を実施しています。

「黒潮の子ども応援隊」
～ 延べ 名（実人員 名）のボランティア組織 ～ ※H28.10月現在

◆採点班 ３８名
・昼の学習タイム
・算数教室、夏休み算数教室

◆読み聞かせ班 ２６名

◆地域学習班 ５３名
◆昔遊び班 ６７名
◆踊り子班 ７名

・伝統芸能「どろめ網曳唄」の指導
◆書道・茶道班 ４名
◆放課後加力学習班 ９名

・支援の必要な児童への算数の個別
指導

学習支援隊

◆こいのぼり・ひなまつり班１７名
◆日曜大工班 １７名
◆図書館班 ５名
◆花壇・花畑班 ４名【学校診断ｱﾝｹｰﾄ】

算数の勉強は好きだ → 

【学校診断ｱﾝｹｰﾄ】
本を読むことは好きだ → 

環境整備隊

◆食育健康班 ３３名 ・行事、一日先生、食に関する学習や
◆スポーツ班 ５名 体力向上に向けた取組等のお手伝い

◆防災学習班 ３８名 ・防災学習や少年防災クラブの活動
◆あいさつ運動

交通指導班 ６１名 ・交通安全の見守りとあいさつ運動
◆支援・協働班 ４名 ・民生・児童委員と協働した子育て家

庭の相談支援活動等

スポーツ健康隊

黒潮っ子安全隊

・子どもたちが気持ちよく学校生活を
送れるように、幅広く環境の整備を
実施

民生・児童委員との連携
～ 課題のある子どもたちを「支える」機能の強化 ～

○地域の中で、厳しい環境にある子どもたちを支援していくために、平成２７年度に新設。
○民生・児童委員が隊員となり、教員と情報を共有しながら子育て家庭の相談支援活動

にあたる。
○毎月、定例会を開き、学校側から気になる子どもの様子を聞き、隊員からも家庭の状況

等を伝え合う。
○年２回の民生・児童委員と教職員との情報交換会で連携の基盤をつくり、課題を共通認

識し、地域・学校が協働した支援につなげている。

民生・児童委員との話し合い 支援・協働班の話し合い

黒潮っ子安全隊 【支援・協働班】

黒潮の子ども応援隊では、
地域の民生・児童委員全員が
隊員になり活動しているが、

中でも４名の方に学校からお願いし、
特別な任務として活動して

いただいている

◆この班で話し合われたことが、地域の「要保護児童対策地域協議会」にも情報共有され
る等、連携協働体制が構築されている。

◆学校や教職員は、家庭内の問題には入っていけないが、家庭内の諸問題が子どもの学習
や生活課題として表れてくることが往々にしてあり、民生・児童委員が、課題解決に向
けたパイプ役となってくれている。




